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⚫日本支社設立 

沿革①

1986

1991

2000

2001

2003

2002

2004

2005

⚫アメリカ、香港支社設立 
⚫深圳觀瀾工場設立

⚫Mini USB規格及び国際規格制定

⚫アンテナ事業部設立

⚫ケーブル事業部設立

⚫松崗天得工場（メッキ工場）買収 

⚫深圳工場設立

⚫台湾株式市場上場（2001年3月）
⚫光通信事業部設立

⚫昆山工場設立

⚫SAP/ERP システム導入 

⚫ロジステック事業部設立

⚫連展科技股份有限公司設立



4沿革②

2006

2008

2009

⚫ JBQC設立（日本支社所属）
（JAPAN Business  

Quality Control Center）

⚫龍崗工場認証取得 ISO/IEC 
17025 (Competence of Testing 
& Calibration Lab.) 

⚫台湾本社＆昆山工場認証取得
OHSAS 18001 (Occupational 
Health & Safety Information)

⚫昆山工場＆龍崗工場認証取得
ISO 16949 :2002 
(Automotive Quality 
Management System) 

2017

⚫ACONホールディングス設立
⚫連展科技はACONホールディングの子
会社になり、コネクタ事業部、電装事
業部を設立

⚫アンテナ事業部は連展科技から独立
し、連騰科技を設立

⚫光通信事業部は連展科技から独立
 し、連訊通信を設立

2021
⚫3月連騰科技は台湾株式市場に上
場

⚫4月連訊通信は台湾株式市場に上
場

⚫ラオス工場を設立

2023
⚫車載事業部は連展科技から独立し、
連展電能を設立



5会社概要

公司名稱 ACONホールディングス

成立日期 2017年12月

資本額 NTD28億7千萬元(約JPY131.7億）

年度營收 NTD64億元(約JPY279.6億)2023Y

員工人數 71人

子公司 廠 區 人 數

連展科技（1986～） 2, 109人(天津、昆山、江西、龍崗、ラオス）

連騰科技（2017～） 349人（昆山、江西)

連訊通信（2017～） 349人（天津、龍崗）

合 計 2,878 人



6ACON-HOLDING INC.組織図
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7生産 販売拠点



8売上構成比率（2023年）

光コネクタ＆

光ケーブル

14%

電裝関係

21%

アンテナ

17%

コネクタ

48%

ACON ALL 製品別売上

光コネクタ＆光ケーブル 電裝関係 アンテナ コネクタ

コネクタ

17%

電裝関係

5%

アンテナ

4%

ECO
0%

チャージャー関係

45%

ケーブル

29%

ACON JP 製品別売上

コネクタ 電裝関係 アンテナ ECO チャージャー関係 ケーブル



9ACON-HOLDING INC. 事業
グループの内部資源をACONホールディングが電子産業及びグリーン産業分野に纏めて最も最善な運営条件を作り出
します。各事業部が自分の専門の業界に力を入れて、各分野のリーダー立場で発展していきます。

グリーン産業

健康生活コンセプトの推薦

多様な商品を開発

光通信事業

ハイエンド製品および５G通

信に注力し。相関産業を連携

して拡販していきます。

無線通信事業

IT、通信、IOT、車関係、医療、

ロボットの運用に注力し、高効

率PCアンテナ、WPCアンテナ、

無線充電セット＋アンテナ、AI

関係アンテナの開発。

グリーン産業

健康生活コンセプトの推薦

多様な商品を開発。

コネクタ、ケーブル事業

新しい製品、新しいアプリケー

ションを中心に発展していきます。

マーケティングを強化し，市場の

動きを把握し、自動化生産に注目

します。東南アジア市場を拡販し

ていきます。

EV充電事業

新規ビジネスとして充電ガン、

ケーブルをはじめ、充電ス

テーションの設置、充電ス

テーシ運営。



10コネクタ、ケーブル-連展科技（ACON)

連展科技は創業以来30年以上にわたり、内外部のコネクターにおいて新しい技術を生み出し、ITやコンピュータ製品
を取り扱うお客様のご要求する製品に提供してまいりました。本社を台湾に置き、当社の生産工場はお客様と同じロ
ケーション中国本土に設置、今後も絶え間なく拡大させて製品とサービスを生み出していきたいと考えております。

USB

HDMI

TYPE-C(CABLE)

BTB

AUTOMOTIVECABLE



11EV充電事業-連展電能(ACON ECO)
EVガン、EVケーブルをはじめ、各仕様の充電ステーションのご提供、充電ステーションの運営など、お客様
の需要に応じて、トータルソリューションなご提案をしております。また2023年にチャデモ協会に加入し、
急速充電の開発にも注力しております。。

充電ステーション 充電ステーション運営

充電ガン、コネクタ、充電ケーブル



12無線通訊事業-連騰科技（AWAN)
連騰科技は最先端技術に全力しています：無線通信製品の開発及び製造に注力，パソコ
ン、電子通信、車載、医療及びネットなど分野のアプリケーションをメインにしていま
す。競争力のあるコスト及びサービスをお客様に提供しています。

For NB/AIO/DT

(WWAM/WLAN..)

For Handheld 

Device(3G/GPS..)

NFC/NFC Module

(tag/reader..)

LDS/PSP/LDS+SMT雷雕天線

Hinge Antenna

Hinge+LDS

For 一般及車用

WPC無線充電

自動車技術開発センター

AI Antenna/5G
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FTTA Solution

DATACENTER
Solution

MPO/MTP® Connector

光通訊事業-連訊通信（ACON-OPTICS)
連訊通信は、非常に競争力のある価格で高品質の製品を各方面のお客様に提供することを目指し、お客様の細
かなご要望に応じた新製品開発プロジェクトにも対応いたします。今後とも、信頼できるビジネスパートナー
として、お客様に満足していただける最良のソリューションを提供することが出来るよう、努力し続けており
ます。



14ACONラオス工場 

１．2017/1月: 土地購入

２．UL and ISO9001認証取得

 ISO/TS16949取得

• ケーブル押し出し

• ケーブルアセンブリ
– USB タイプCケーブル
– HDMI seriesシリーズ
– Wire Hareness
– ドングル、アダプター
– 完成品、半完成品アセンブリ
– カスタマ品

1. W-Harness : 300K
2.A TO TYPE-C(U2):100K
3.TYPE-C TO C(U2):200K
4.USB 4.0 C TO C(TBT):150K
5.HDMI  2.0：50K
6.A TO Lightning:250K、C TO Lightning:250K
7.ドングル、アダプター、完成品、半完成品



15ACONラオス工場



ACON JAPAN Corp.

会社案内



17日本支社 概要

社 名 連展科技株式会社（ACON JAPAN Corp.）

代 表 取 締 役 劉 中一

所 在 地 横浜市港北区新横浜1-13-12 ５F

設 立 2002年2月5日

資 本 金 5000万円

売 上 約56.98億円（2023年)

従 業 員 数 31



18日本支社 組織図
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中国 7名
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19日本支社  売上推移 （2014-2024）
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20活動の基本

J

PN

C

A
顧客第一主義少数精鋭

早期判断、決断部門戦略⇒目標達成

O

売上増加＆利益追求
数字への責任

 （Money、納期、SPEC等々）
協力、協調、スピード、効率
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コネクタ&光&アンテナケーブル

ACON 日本支社ビジネス形態

開発＆設計：自社
生産： Outsourcing 70％

  自社（ACON） 30％

開発＆設計：自社
          生産： Outsourcing 5％

自社（ACON） 95％
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安価で
品質
の安
定した
品物を
お客様
にご提
供

コ
ス
ト

＜外注生産について(ケーブル)＞

4

中国内において最低賃金の
地域格差大2

弊社生産地（中国）においても年々ワーカー
賃金高騰

1

低賃金地域にある中国ローカル
メーカーを指導・教育3

安価で品質の安定した品物を
お客様にご提供

（レベルUP）



23コネクタ&光&アンテナ（自社：95％）

1

2

3

4

5

6

製品開発＆設計、生産設備（金型＆自動機
＆治具等）

立ち上げ時間⇒短期可能

設備～量産⇒社内一貫生産

設備投資費用＆製品コスト⇒安価

お客様カスタム品の対応-お客様の要求事
項を盛り込んだ上で構想図提出、

日本支社設計がお客様を訪問、随時打合
せを実施。



24生産委託先の品質管理システム

01

04

02

03

05

JBQCによる
7チェック

システムの運用

共同開発、立ち上げ

技術（日本）＆営業

JBQC（品質管理/製造）

生産技術（中国）

生産委託先 or 自社工場



25ケーブルビジネス（生産委託＆社内生産）

TOPミーティング開催（年2回）

日本流の開発、物作り、管理の指
導・教育

生産委託先の選択
コスト、製品難度、管理・技術レベル、得意分野等を考慮し発注先を選定。

（現状 生産委託：70％、自社：30％）



26JBQC （JAPAN Business Quality Control Center） 

設立と目的

設立：2009年10月
目的：生産先における品質体制と品質システムに

よる品質保証の確立

1）日系メーカー様向け製品に対する生産委託先への指導・
教育による品質のレベルUP

    
2）中国内の華南・華東地区ユーザー様へ対する品質面での

アフターサービス



27JBQCの組織 

責任者 楊 再山(センター長）

伊藤 善三(顧 問）    

QA工程師兼業務 劉龍鳳

QA検査員 羅琳希

生産技術 豊永初（副部長）

生産技術 余明聡（マネージャー）

ACONJP 技術本部技術部



28Vender ７Checkシステム

総合的な品質管理体制の妥当性を検証するための集約的な品質改善計画と実施結果のフォロー
アップシステム

”VIP-TQCF”
Verified Intensive Program for Total Quality Control and 

Follow-up 



29Vender ７Checkシステム

01

03

02

04

V-ｃheck （Verification )

I-check （Initial）

P-check （Process）

T-check
（Traceability）

05

06

Q-check （Quality）

F-check （Follow-up）

07 C-check （Compliance）

06 01

02

0304

05

07

ベンダー選定⇒評
価、監査のVェッ
クシートにより適
性を考慮し選定を
実施

初期流動管理⇒I 
チェックシートに
より初期不良内容
を顕在化させ、迅
速・ 適切な対策
を実施

工程管理⇒Pチェック
リストにより量産移管
通知と管理文書をもと
に生産工程の妥当性の
検証

生産品目別に変化点管
理の重要性を認識させ、
製品別・ロット別の
Traceability管理の   
定着化を図る

定期、不定期に生
産委託先を訪問し、
サンプリングにて
量産製品の品質検
査をQチェックリス
トによりの実施

お客様による生産
委託先の工場監査、
工程監査時にご指
摘いただいた改善
内容について、改
善実施状況をチ
ェック

製造管理の各基準、手順、
記録（図面、SOP、SIP、

QC工程表Check 
Sheet 等）の管理項目
＆管理値の整合性をC
チェックリストにより実

施
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01 Verified-check

02

03

04

05

06

Initial-check 

Process-check

Traceability-check

Quality-check
Compliance-check  

Follow up-check 

变更前 变更后

1

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

压着盖板增加 改善压着不良
2011.11.

03

2011.11.

04

1108拉

2011.11.

04  10：

00

11月07日跟进状

况：

压着端子

数:9464PCS

不良数:18PCS

不良率:0.19%

2

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

削掉导通治具测试

母座两侧面凸点

减小导通时白壳与母座间的

拨出力，从而避免导通时拨

出力过大而拉脱端子

2011.11.

10

2011.11.

10

2011.11.

10

下午13：

00

11/10投入后改善

之治具导通，生

产4000PCS未发现

有端子脱出之不

良

3

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

胶管长度变更 25mm 28mm

4

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

断差治具 35-36mm 37~38mm

5

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

USB端更换扣压

刀，增加扣压刀宽

度

3.7mm 3.9mm 防止USB端扣压断线
2011.11.

03

2011.11.

03

2011.11.

03

8：00

2011.11.10跟进

状况无扣断芯线

不良

6

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

开线尺寸 112+/-3mm 109+/-1mm 效率改善
2012.02.

06

2012.02.

06

2012.02.

06

8：00

2012.02.08日跟

进未发现有异常

不良现象

7

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

剥皮尺寸变更 白壳端预留2mm外被

白壳端剥皮分两次，第

一次预留8mm，第二次

预留2mm

效率改善
2012.02.

06

2012.02.

06

2012.02.

06

8：00

2012.02.08日跟

进未发现有异常

不良现象

8

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

线档扣压环位置变

更
扣压环位置尺寸41~42mm

扣压环位置尺寸

65~66mm
效率改善

2012.02.

06

2012.02.

06

2012.02.

06

8：00

2012.02.08日跟

进未发现有异常

不良现象

9

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

取消成型后断差工

序
线档成型后有断差工序 取消线档成型后断差工序效率改善

2012.02.

06

2012.02.

06

2012.02.

06

8：00

2012.02.08日跟

进未发现有异常

不良现象

10

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

线口处理工序包美

纹纸动作

线口处理工序有包美纹

纸动作

取消线口处理工序的包

美纹纸动作
效率改善

2012.02.

06

2012.02.

06

2012.02.

06

8：00

2012.02.08日跟

进未发现有异常

不良现象

11

Built in
USB

Cable/001-
CON-B-006

取消包导电胶布工

序的撕美纹纸动作

包导电胶布工序的撕美

纹纸动作

取消包导电胶布工序的

撕美纹纸动作
效率改善

2012.02.

06

2012.02.

06

2012.02.

06

8：00

2012.02.08日跟

进未发现有异常

不良现象

2011.11.24跟进状

况修理线尺寸偏

短不良现象有明

显降低

改善修理线尺寸偏短现象 2011.11.18 2011.11.18 2011.11.18

Built  in USB  cable/001-CON-B-006工程5M变化记录表

NO. 品名 主要变更点
变更内容

目的 申请日
实施予

定日
实施状况实施日

Vender ７Checkシステム



31カスタマー品提案

CABLE提案

100万回屈曲対応

複合線



32カスタマー品提案

アダプタ提案

チャージャー充電器



33カスタマー品提案

車載提案

Fakra、Mini Fakra

イーサーネット

Floating B T B

Wire to B

TYPE C



34カスタマー品提案

車載提案

USB、Mini USB                                            TYPE C                                                              ハーネス                                   

MQS、HSD                                                Fakra                                                                  充電ガン                       



35カスタマー品提案

医療提案

Circular

Circular, custom

Circular, high speed signal

コネクタ ケーブル

Circular, Custom, High Voltage, 

D type, Fluidic

FFC, FPC, Banana plug

DINcable FPCモジュール



36カスタマー品提案

産機、IOT提案

SMA

アンテナ、BCNケーブルM8、M12 ファン



37協力ベンダ



38主要お客様(日本支社）

ＳＵＢＡＲＵ

Component

DI

Tec

http://www.tyco.com/livesite/Page/Tyco/Home/?
http://jp.yamaha.com/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Ricoh_logo.svg
http://www.tyco.com/livesite/Page/Tyco/Home/?


39主要お客様 海外

http://www.sagem.com/en/accueil-en.htm
http://www.usi.com.tw/index.htm
http://www.globalsuntech.com/left_main.htm
http://www.ambitmicro.com/micro/index.htm
http://www.askey.com/
http://www.gemtek.com.tw/
http://tw.giga-byte.com/
http://www.yazaki-group.com/index.html
http://www.yazaki-group.com/index.html
http://www.importek.com/default2.htm
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貴社と共に成長し、成功の道へ邁進しましょう！
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